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　燦々と降り注ぐ南の太陽と、伊予灘・宇和海
のさわやかな潮風がじっくりと育てあげた伊方
の柑橘がおいしい商品となりました。
◦うまいがぜ伊方・おらが自慢ストレート
　ジュース
　地元の温州みかんや清見タンゴールを使った
ストレート果汁100%のジュースです。温州みか
んや清見タンゴールのフレッシュ感がそのまま
楽しめます。
◦うまいがぜ伊方いよかんゼリー
　地元で取れるいよかん果汁を使った飲むタイ
プのゼリーです。飲みやすく、程よい酸味が特
徴で、冷やすといっそうおいしくお飲みいただ
けます。
◦手作りマーマレード
　うまいがぜ伊方いよかんを使った手作りの
マーマレードです。華やかな香りと控えめな苦
みが一体となって口の中に広がります。
　伊方町の特産品を是非ご賞味下さい。

伊方町 ［太陽からの贈り物］
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会
長
に
白
石
勝
也
氏（
松
前

町
長

）を
再
選

副
会
長　

中
村
剛
志
氏
（
砥
部
町
長
）　

監　

事　

阪
本
壽
明
氏
（
松
野
町
長
）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
3
日
午
前
11

時
か
ら
「
県
自
治
会
館
」
で
臨
時
総
会
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
臨
時
総
会
は
、
現
在
の
会
長
、
副

会
長
、
監
事
の
任
期
が
6
月
5
日
で
満
了

と
な
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
県
内

9
町
の
全
町
長
が
出
席
。

　

総
会
は
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

会　

議

　
　

白
石
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
次
の

3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事
務
局
の
説

明
を
求
め
た
。

　

⑴　

会
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

⑵　

副
会
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

⑶　

監
事
の
選
挙
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら

　
　

選
出
を
必
要
と
す
る
理
由
、任
期
、関

係
規
約
等
の
説
明
が
あ
り
、
選
出
を
進

め
る
中
で
、
山
下
伊
方
町
長
か
ら
「
会

長
に
白
石
松
前
町
長
、
副
会
長
に
中
村

砥
部
町
長
、
監
事
に
阪
本
松
野
町
長
を

選
出
さ
れ
た
い
」
旨
の
発
言
が
な
さ
れ
、

た
だ
ち
に
こ
れ
を
会
議
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
全
員
異
議
な
く
、
左
記
の
と
お
り
新

役
員
を
選
出
し
た
。

　
　

続
い
て
選
出
さ
れ
た
新
役
員
を
代
表

し
て
白
石
会
長
か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
た
。

　
　

選
出
さ
れ
た
新
役
員
は
、
次
の
と
お

り
。

　

会　

長　
　

白　

石　

勝　

也
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
予
郡
松
前
町
長
）

　

副
会
長　
　

中　

村　

剛　

志
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
予
郡
砥
部
町
長
）

　

監　

事　
　

阪　

本　

壽　

明
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
（
北
宇
和
郡
松
野
町
長
）

　

な
お
、
任
期
は
平
成
23
年
6
月
6
日
か

ら
平
成
25
年
6
月
5
日
ま
で
の
2
年
間
。

会　長
白石　勝也 氏

副会長
中村　剛志 氏

監　事
阪本　壽明 氏

　

県
町
村
会
は
、
6
月
3
日
の
臨
時
総
会

終
了
後
に
県
自
治
会
館
に
お
い
て
「
平
成

23
年
度
第
2
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し

た
。

　

会
議
に
は
、
白
石
会
長
、
上
村
副
会
長
、

清
水
監
事
、
髙
野
久
万
高
原
町
長
、
中
村

砥
部
町
長
、
稲
本
内
子
町
長
、
山
下
伊
方

町
長
、
阪
本
松
野
町
長
及
び
甲
岡
鬼
北
町

長
の
全
町
長
が
出
席
。

　

会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴	　
「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
」
に
係
る
義
援
金
に
つ
い
て

　
　

白
石
会
長
か
ら

　
　
　

各
町
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
1

億
3
5
0
0
万
円
の
義
援
金
が
集
ま

る
予
定
と
な
っ
た
。

　
　
　

そ
こ
で
、
宮
城
・
岩
手
・
福
島
の

各
県
町
村
会
に
対
し
て
、
別
紙
（
省

略
）
の
と
お
り
全
町
長
の
氏
名
を
記

載
し
て
各
3
5
0
0
万
円
を
6
月
6

日
に
送
金
し
た
い
。

　
　
　

ま
た
、
県
の
愛
顔
の
助
け
合
い
基

金
に
対
し
て
も
3
0
0
0
万
円
を
寄

付
し
た
い
。

　
　
　

旨
、
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

民
主
党
「
地
域
政
策
会
議
」
に
つ

い
て

　

⑶　

自
由
民
主
党
国
会
議
員
と
の
「
意

見
交
換
会
」
つ
い
て

　
　

白
石
会
長
か
ら

　
　
　

昨
年
、
行
わ
れ
た
民
主
党
の
「
地

域
政
策
会
議
」
が
今
年
も
同
じ
要
領

で
開
催
し
た
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
由
民
主
党
か
ら
県
選
出
国

会
議
員
と
市
町
長
と
の
意
見
交
換
会

（
政
策
会
議
）を
開
催
し
た
い
と
要
請

が
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と
重

な
り
開
催
し
て
い
な
い
と
す
る
経
過

説
明
が
あ
っ
た
後
、
種
々
協
議
の
結

果
、
民
主
党
に
つ
い
て
は
2
回
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
1

回
を
町
ご
と
に
個
別
の
課
題
を
訴
え
、

1
回
を
各
町
共
通
の
課
題
を
要
望
す

る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
自
民
党
国

会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
は
開
催
す

る
こ
と
で
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
開
催
に

つ
い
て

　
　

白
石
会
長
か
ら

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
に
つ
い
て
協

議
の
結
果
、
久
万
高
原
町
で
開
催
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
日
程
等
細
部
に

つ
い
て
は
正
副
会
長
に
一
任
願
い
た

い
旨
、説
明
が
あ
り
、一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
の

次
期
役
員
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
う
本
会
か
ら
推
薦

す
る
次
期
役
員
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
に
協
議
の
結
果
、
評
議
員
に
中
村

砥
部
町
長
、
監
事
に
阪
本
松
野
町
長

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
決
定

第
2
回
全
員
連
絡
会 
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「
え
ひ
め
愛
顔
の
助
け
合
い
基
金
」へ

�

寄
付
を
し
ま
し
た

―
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
向
け
て
―

愛
媛
県
町
村
会
　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
29
日
に
県
の

「
え
ひ
め
愛
顔
（
え
が
お
）
の
助
け
合
い
基

金
」
に
3
0
0
0
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
に
向
け
て
県
が
創
設
し
た
も
の
で
、

3
0
0
0
万
円
は
各
町
の
公
費
や
住
民
か

ら
の
寄
付
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

同
日
は
、
白
石
勝
也

会
長
（
松
前
町
長
）、中

村
剛
志
副
会
長
（
砥
部

町
長
）、
阪
本
壽
明
監

事
（
松
野
町
長
）
が
県

庁
に
中
村
時
広
知
事
を

訪
ね
、
目
録
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
町
村
会
は

6
月
6
日
に
宮
城
、
岩

手
、
福
島
の
3
県
町
村

会
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
3
5
0
0
万
円
の
義

援
金
を
送
金
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
1
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

� 

中
級
・
係
長
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
37
人
が
受
講
　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町（
市
）職
員
研

修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
係
長
職
員
研
修

会
」「
中
級
職
員
研
修
会
」（
6
月
7
日
か

ら
9
日
ま
で
）
を
え
ひ
め
青
少
年
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

係
長
職
員
研
修
、
中
級
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
別
項
「
受
講
者
名
簿
」

を
掲
載
す
る
。

平
成
23
年
度
「
係
長
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿�

　
　

23
人

市
町
名　
　

課　

名　
　

職 

名　
　

氏　

名

上
島
町　

建　

設　

課　

主 

査	

茂
木　

昭
彦

久
万
高
原
町　

建　

設　

課　

主 

任	

大
南　

千
寿

　

〃　
　

総　

務　

課　

主 

任	

団
上
理
恵
子

松
前
町　

町　

民　

課　

係 

長	

渡
辺　
　

司

　

〃　
　

保　

険　

課　

係 

長	

米
湊
み
の
り

砥
部
町　

広
田
支
所　

主 

任	

穂
積　

邦
雄

　

〃　
　

生
活
環
境
課　

主 

任	

政
岡　

英
俊

内
子
町　

総　

務　

課　

係 

長	

橋
本　

和
高

　

〃　
　

総　

務　

課　

係 

長	

宮
久
保
邦
博

　

〃　
　

総　

務　

課　

係 

長	

上
山　

淳
一

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　

係 

長	

高
本
美
智
子

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　

係 

長	

前
野　

良
二

　

〃　
　
建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

係 

長	

片
倉　
　

聡

　

〃　
　

会　

計　

課　

係 
長	

山
本　

千
春

内
子
町　
町
並
・
地
域
振
興
課　

係 

長	

坂
見　
　

治

　

〃　
　

学
校
教
育
課　

係 

長	

大
本
真
喜
子

鬼
北
町　

保
健
福
祉
課　

係 

長	

芝　
　

和
代

愛
南
町　

西
海
公
民
館　

係 

長	

吉
田
都
々
子

　

〃　
　

菊
川
公
民
館　

係 

長	

山
下　

知
恵

　

〃　
　

学
校
教
育
課　

係 

長	

土
居　

純
子

　

〃　
　

緑
公
民
館　

係 

長	

田
下　

弘
之

　

〃　
　

環
境
衛
生
課　

係 

長	

前
田　

和
紀

　

〃　
　

内
海
公
民
館　

係 

長	

大
間
知
伸
一

平
成
23
年
度
「
中
級
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿�

　

14
人

市
町
名　
　

課　

名　
　

職　

名　
　

氏　

名

上
島
町　

建　

設　

課　
主
事
補	

東
田　

光
起

　

〃　
　

建　

設　

課　
主
事
補	

市
田　

善
紀

久
万
高
原
町　

保
健
福
祉
課　
保
健
師	

永
井　

裕
子

松
前
町　

保　

険　

課　

係 

員	

渡
辺　

雄
介

　

〃　
　
ま
ち
づ
く
り
課　

技 

師	

大
西　

貴
佳

砥
部
町　

教
育
委
員
会　

主 

任	

中
野
ゆ
か
り

　

〃　
　

生
活
環
境
課　

主 

任	

好
光　

誠
人

内
子
町　

税　

務　

課　

主 

事	

三
好　
　

力

　

〃　
　
建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

主 

事	

宮
田　

和
幸

　

〃　
　
建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

技 

師	

武
田　

敏
往

伊
方
町　

町
見
郷
土
館　

主 

事	

朝
見　

幸
司

　

〃　
　

上
下
水
道
課　

主 

事	

明
神　

麻
視

愛
南
町　

一
本
松
病
院　

主 

査	

猪
野　

誠
史

　

〃　
　

税　

務　

課　

主 

査	

宮
川　

茂
朗
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財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
（
理

事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
6
月

29
日
㈬
午
後
1
時
7
分
か
ら
第
30
回
評
議

員
会
を
、
ま
た
、
第
72
回
理
事
会
を
午
後

3
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に
お
い

て
開
催
し
た
。

【
第
30
回
評
議
員
会
】

　

会
議
の
本
人
出
席
は
、
北
川
・
岡
野
・
藤

田
・
小
島
・
宮
崎
・
柏
原
・
栗
田
・
石
川
・

正
岡
の
各
評
議
員（
全
員
出
席
）、
白
石
理

事
長
及
び
脇
監
事
、
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

正
岡
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
録

署
名
人
に
岡
野
・
柏
原
の
両
評
議
員
を
指

名
。
会
議
で
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
る
理

事
4
人
、
監
事
2
人
の
選
任
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
決

算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
。
公
益
法
人
移
行
の
議
案

と
し
て
、
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協

会
評
議
員
選
定
委
員
会
規
程
の
制
定
及
び

評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
並
び
に

本
協
会
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

審
議
し
、
承
認
と
な
り
、
理
事
会
に
上
程

す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、

事
務
局
か
ら
、

愛
媛
県
市
町

連
携
事
業
助

成
金
の
申
請

の
あ
っ
た

「
坊
っ
ち
ゃ

ん
劇
場
子
ど

も
芸
術
体
験

サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
後
援

　
評
議
員
会
・
理
事
会
開
く

㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

会
」
に
つ
い
て
、
理
事
会
で
協
議
し
、
決

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
6
月

26
日
ま
で
の
会
務
の
概
要
報
告
並
び
に
平

成
23
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画

に
つ
い
て
説
明
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
審
議
等

の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

第
9
号
議
案

　

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
役
員

の
選
任
（
補
欠
）
に
つ
い
て

　

○
役
員
の
選
任
・
就
任

　
　

�

（
平
成
23
年
6
月
29
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日
）

　
　

理　

事　

三
好　

幹
二

　
　

�

　
（
愛
媛
県
市
長
会
会
長
・
西
予
市
長
）

　
　
　
　
　
　

髙
須
賀　

功

　

�

（
愛
媛
県
市
長
会
副
会
長
・
東
温
市
長
）

　
　
　
　
　
　

中
村　

剛
志

　

�

　
（
愛
媛
県
町
村
会
副
会
長
・
砥
部
町
長
）

　
　
　
　
　
　

早
瀬　

武
臣

　

�

　
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
・

松
前
町
議
会
議
長　
　
　
　
　

）

　
　

監　

事　

進　

龍
太
郎

　

�

（
愛
媛
県
総
務
部
管
理
局
市
町
振
興
課
長
）

　
　
　
　
　
　

岩
本　

明
定

　

�

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

第
10
号
議
案

　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　

平
成
22
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
選
定
委
員
会
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
13
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
14
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

【
第
70
回
理
事
会
】

　

会
議
の
本

人
出
席
は
、

白
石
・
三
好
・

髙
須
賀
・
中

村
・
早
瀬
・

渡
部
の
各
理

事
（
委
任
状

出
席
・
2
人
）

及
び
進
・
岩

本
・
脇
の
各

監
事
、
向
井

出
納
役
等
。

　

白
石
理
事

長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長
に
は
寄
附
行
為
第

25
条
の
規
定
に
よ
り
白
石
理
事
長
が
あ
た

り
、
本
理
事
会
の
議
事
録
署
名
人
に
中

村
・
早
瀬
の
両
理
事
を
指
名
。
会
議
で
は
、

副
理
事
長
の
互
選
で
、
三
好
西
予
市
長
を

選
出
、
ま
た
、
欠
員
中
の
評
議
員
1
人
の

選
出
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
22
年

度
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
。
公
益
法

人
移
行
の
議
案
と
し
て
、
財
団
法
人
愛
媛

県
市
町
振
興
協
会
評
議
員
選
定
委
員
会
規

程
の
制
定
及
び
評
議
員
選
定
委
員
会
委
員

の
選
任
並
び
に
本
協
会
評
議
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
審
議
し
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、事
務
局
か
ら
、愛
媛
県
市
町
連

携
事
業
助
成
金
の
申
請
の
あ
っ
た
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
劇
場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
後
援
会
」
に
つ
い
て
、
平
成
23

年
度
も
助
成
す
る
こ
と
で
決
定
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
6
月

26
日
ま
で
の
会
務
の
概
要
報
告
並
び
に
平

成
23
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画

に
つ
い
て
説
明
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
審
議
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

第
8
号
議
案

　

副
理
事
長
の
互
選
に
つ
い
て

　

○
副
理
事
長
選
任
・
就
任

　
　

�

（
平
成
23
年
6
月
29
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日
）

　
　

副
理
事
長　

三
好　

幹
二

　

�

（
愛
媛
県
市
長
会
会
長
・
西
予
市
長
）

第
9
号
議
案

　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　

平
成
22
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
選
定
委
員
会
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

○
選
定
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
（
平
成
23
年
6
月
29
日
～
公
益
法
人
移
行
登
記
の
前
日
ま
で
）

　
　

委　

員　

渡
部　

卓
記

　

�

（
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
常
務
理
事
）

　
　
　
　
　
　

墨
岡　
　

学

　

�

（
松
山
大
学
経
営
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　

北
川　

謙
二

　

�

（
愛
媛
県
総
務
部
管
理
局
市
町
振
興
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　

岩
本　

明
定

　

�

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　

田
村
み
ち
え

　

�

（
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
事
務
局
員
）

第
13
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

移
行
後
の
最
初
の
評
議
員
候
補
者

　
　

髙
須
賀　

功
（
東
温
市
長
）

　
　

上
村　

俊
之
（
上
島
町
長
）

　
　

楠　
　
　

學
（
西
条
市
議
会
議
長
）

　
　

松
澤　

周
作
（
伊
方
町
議
会
議
長
）

　
　

安
田　

俊
一
（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

　
　

柏
原　
　

準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）

第
14
号
議
案

財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
の
選
出
（
補
欠
）
に
つ
い
て

　

○
役
員
の
選
任
・
就
任

　
　

�

（
平
成
23
年
6
月
29
日
～
平
成
23
年
11
月
4
日
）

　
　

評
議
員　

玉
尾　

敏
彦

　

�

（
松
山
市
議
会
事
務
局
長
）

評　議　員　会

理　　事　　会
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

本
格
的
離
島
体
験
滞
在
交
流
施
設

◉「
イ
ン
ラ
ン
ド・シ
ー・リ
ゾ
ー
ト

 

　
フ
ェ
ス
パ
」 
誕
生

◉
か
み
じ
ま
ふ
る
さ
と
夜
市

上 
島 
町

　

5
月
22
日
に
上
島
町
弓
削
島
に
フ
ェ
ス

パ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

宿
泊
最
大
1
1
7
名
、
全
室
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
、
島
の
食
材
を
活
か
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
、
温
泉
も
備
え
た
癒
し
の
お
風
呂
を

目
玉
に
、
島
で
の
滞
在
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
頂
き
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は

フ
ェ
ス
パ
で
癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
も
ぎ
た
て
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
子
町
観
光
農
園

内 

子 

町

　

夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
内
子
町
で
は
、

桃
、梨
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
観
光
農
園
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
内
子
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
真
夏
の
太

陽
の
日
差
し
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
育
っ
た
甘
く

み
ず
み
ず
し
い
果
実
を
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開園期間 入　園　料

もも狩り ７月２０日頃～８月中旬 大人1,000円、小人700円、幼児300円

なし狩り ８月５日～９月下旬 大人600円、小人400円、幼児200円

ぶどう狩り ８月２０日～９月下旬 大人800円～、小人600円～、幼児300円～

※大人は中学生以上、小人は小学生、幼児は3歳以上
※持ち帰りは別料金です。
※園や品種によって、入園料・持ち帰り料金が一部異なる場合があります。
※園によっては、団体割引（15人以上）があります。

●
お
問
い
合
わ
せ

○
平
日
：
内
子
町
観
光
協
会

　
　
　
　

０
８
９
３
︱
４
４
︱
３
７
９
０

○
休
日
：
旅
里
庵
︵
た
び
り
あ
ん
︶

　
　
　
　

０
８
９
３
︱
４
３
︱
１
４
５
０

　

８
月
６
日
㈯
午
後
６
時
30
分
か
ら
上
島

町
弓
削
島
の
下
弓
削
港
周
辺
に
お
い
て
、

第
26
回
か
み
じ
ま
ふ
る
さ
と
夜
市
を
開
催

し
ま
す
。

　

ち
ん
ど
ん
屋
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
始
ま
り
、
太
鼓
の
演
奏
、
餅
投

げ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
に
は
た
く
さ

ん
の
バ
ザ
ー
が
出
店
し
賑
わ
い
ま
す
。

　

９
時
を
過
ぎ
る
と
、
打
ち
上
げ
花
火
が

会
場
の
真
上
に
揚
が
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ
　上島町商工会　ＴＥＬ�0897︲75︲3074

●
お
問
い
合
わ
せ
／
フ
ェ
ス
パ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
８
９
７︲

７
７︲

２
２
０
０



　平成23年₆月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 27 号　（6）　

　
久
万
美
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
01

◉「
絵
画
のw

altz

（
ワ
ル
ツ
）― 

吉
田
淳
治
展
」

　
　
　
　
　
7
月
30
日
㈯
〜
9
月
21
日
㈬

久
万
高
原
町

　

久
万
美
術
館
で
は
、
久
万
美
ア
ー
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
第
１
弾
と
し
て
「
絵
画

のw
altz

（
ワ
ル
ツ
）
―
吉
田
淳
治
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

久
万
美
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
、

「
現
在
、県
内
お
よ
び
近
県
に
制
作
の
拠
点

を
置
き
精
力
的
に
活
動
す
る
作
家
や
、
県

出
身
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
の
展
覧
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

宇
和
島
に
生
ま
れ
、
宇
和
島
に
住
み
、

絵
を
描
き
続
け
て
い
る
画
家
・
吉
田
淳
治

（
１
９
５
１
〜
）。
吉
田
の
作
品
は
、
3
拍

子
で
刻
ま
れ
るw

altz

（
ワ
ル
ツ
）
の
よ

う
に
、
絵
画
表
現
の
根
源
的
な
要
素
で
あ

る
地
（
基
調
と
な
る
面
）・
図
（
色
を
も
っ

た
形
）、そ
の
接
点
に
表
れ
る
境
界
線
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
油
彩
・
水
彩
・
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
約
１
０
０
点
を
展
示
。
吉
田
の
軌
跡

を
た
ど
る
と
と
も
に
、
海
岸
や
河
川
敷
で

拾
っ
た
漂
流
物
な
ど
を
素
材
に
し
た
オ
ブ

ジ
ェ
の
魅
力
も
多
数
ご
紹
介
し
ま
す
。
宇

和
島
と
い
う
空
間
か
ら
生
ま
れ
た
静
か
で

壮
大
な
絵
画
のw

altz

（
ワ
ル
ツ
）
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日︵
9
月
19
日
は
開
館
︶

●
観
覧
料　

一　

般 

8
0
0︵
5
0
0
︶円

　
　
　
　
　

高
大
生 

5
0
0︵
4
0
0
︶円

　
　
　
　
　

小
中
生 

4
0
0︵
3
0
0
︶円

�

︵ 

︶内
は
団
体︵
20
名
以
上
︶の
料
金

●
問
い
合
わ
せ　

　

町
立
久
万
美
術
館

　
　

T
E
L
0
8
9
2︵
２
１
︶2
8
8
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　
　

http://w
w
w
.kum

akogen.jp/

　
　
　
　

culture/m
use/

◉
滑
床
渓
谷

松 

野 

町

　

滑
床
渓
谷
は
四
万
十
川
の
源
流
に
、
鬼

が
城
山
系
に
抱
か
れ
た
12
㎞
に
お
よ
ぶ
大

渓
谷
で
す
。
滑
床
渓
谷
を
最
も
満
喫
で
き

る
こ
の
時
期
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

■
出
合
滑

　
　

ま
ず
は
渓
谷
の
入
り
口
か
ら
歩
い
て

10
分
の
「
出
合
滑
」
は
、
大
き
く
平
ら

な
一
枚
岩
の
上
を
さ
ら
さ
ら
と
水
が
流

れ
る
景
勝
地
で
す
。
こ
こ
で
は
滑
床
の

き
れ
い
な
水
が
楽
し
め
ま
す
。

■
日
本
の
滝
百
選
﹁
雪
輪
の
滝
﹂

　
　

出
合
滑
か
ら
更
に
30
分
ほ
ど
渓
谷
を

登
る
と
「
雪
輪
の
滝
」
に
辿
り
着
き
ま

す
。
雪
輪
の
滝
は
「
日
本
の
滝
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
全
長
3
0
0
ｍ
の
名
瀑

で
、
5
層
か
ら
な
る
滝
層
の
う
ち
、
最

下
層
は
長
さ
80
ｍ
、
幅
20
ｍ
の
巨
大
な

岩
肌
を
何
層
に
も
水
が
流
れ
落
ち
、
あ

た
か
も
白
い
淡
雪
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

水
の
輪
が
浮
か
び
出
ま
す
。
対
岸
に
展

望
台
が
あ
り
そ
の
美
し
い
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
森
の
国
の
夏
祭
り 

８
月
13
日

　
　

ま
た
、８
月
13
日
に
は「
森
の
国
の
夏

祭
り
」
が
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
客

席
の
間
近
で
上
が
る
花
火
は
迫
力
満
点

で
す
。

　

今
年
の
夏
は
ぜ
ひ
、
森
の
国
・
松
野
町
、

滑
床
渓
谷
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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急
ぎ
や
る
事

　

地
球
は
今
、
人
口
増
に
比
例
し
、
現
代

は
も
と
よ
り
将
来
の
超
食
料
不
足
が
危
惧

さ
れ
、
食
料
危
機
状
況
に
あ
る
。
我
が
国

は
、
食
料
自
給
率
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
40

％
（
金
額
で
約
60
％
）
に
あ
る
。
如
何
な

る
国
も
、
い
ざ
と
云
う
時
は
絶
対
譲
っ
て

く
れ
な
い
食
料
の
大
部
分
を
外
国
に
依
存

し
、
し
か
も
そ
の
中
で
”
飽
食
”
に
明
け

暮
れ
る
現
下
は
、
既
に
日
本
の
食
料
危
機

で
あ
る
。
方
や
農
業
耕
作
放
棄
地
は
約
40

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
こ
の

度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
皆
の
意

識
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
、
農
水
産
業
と
も
に
甚
大
な
被
害
に

遇
っ
た
が
、
津
波
塩
害
と
原
発
事
故
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
、
我
が
国
の
農
業
、
食
料
は

大
丈
夫
な
の
か
。
今
、
田
植
え
の
時
季
に

あ
っ
て
水
田
に
水
が
張
れ
な
い
田
園
は
、

日
本
の
ふ
る
さ
と
を
象
徴
す
る
田
舎
で
は

な
い
。
一
部
試
験
的
な
田
植
え
が
為
さ
れ

た
よ
う
だ
が
…
。
こ
の
際
、
い
ろ
ん
な
意

味
を
含
め
て
新
方
向
転
換
は
如
何
で
あ
ろ

う
。
耕
作
し
よ
う
に
も
出
来
な
い
農
地
と

耕
作
放
棄
地
を
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
農

地
で
な
く
人
の
流
動
に
よ
っ
て
可
能
性
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
か
。
勿
論
、
こ
の

大
掛
か
り
な
流
動
に
は
、
国
等
の
大
き
な

施
策
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。水
産
業
は
、船

の
修
理
、
各
地
か
ら
漁
船
寄
贈
な
ど
支
援

も
あ
り
、
市
場
施
設
は
じ
め
水
産
基
地
の

再
構
築
が
急
が
れ
て
い
る
。
当
面
は
僅
か

な
水
揚
げ
に
あ
ろ
う
と
も
、
日
本
水
産
の

底
力
の
強
さ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
頼
も
し

い
。
仮
設
住
宅
地
域
で
の
仮
設
ス
ー
パ
ー
、

各
種
の
協
同
店
舗
の
開
店
。
中
小
企
業
の

復
活
へ
の
意
気
込
み
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
に

あ
っ
て
も
、
そ
れ
相
当
の
支
援
が
な
け
れ

ば
大
き
く
前
進
し
な
い
。
復
旧
は
、
後
方

関
係
者
の
現
場
を
見
て
取
る
力
に
掛
か
っ

て
い
る
。

　

さ
て
、
被
災
地
で
は
、
避
難
地
箇
所
に

よ
り
長
期
間
に
わ
た
り
、
居
住
空
間
は
厚

紙
に
囲
ま
れ
、
何
カ
月
も
毎
日
お
に
ぎ
り

と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
で
は
、
先
進
国
と

し
て
、
も
て
な
し
の
国
民
と
し
て
恥
ず
か

し
い
限
り
で
あ
る
。
一
時
た
り
と
も
現
場

を
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
急
ぎ
の
実
行
配

慮
が
必
要
。
今
日
と
明
日
が
同
じ
環
境
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
6
月
は
既
に

真
夏
日
に
さ
ら
さ
れ
、
各
地
の
気
象
観
測

所
の
記
録
更
新
が
珍
し
く
な
い
日
の
連
日
、

こ
れ
か
ら
は
夏
本
番
の
猛
暑
が
待
ち
構
え

て
い
る
。
被
災
地
の
早
急
な
日
常
ラ
イ
フ

完
全
復
旧
へ
、
後
方
の
関
係
者
に
一
層
の

努
力
を
願
い
た
い
。

　

な
に
に
つ
け
て
も
こ
の
度
は
、
地
元
行

政
関
係
者
の
動
き
、
他
県
か
ら
応
援
の
警

察
官
、海
上
保
安
官
、陸
海
空
自
衛
官
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
現
場
で
の
心
あ
る
救
援

諸
活
動
に
対
し
、
諸
手
を
挙
げ
て
賛
美
の

拍
手
と
感
謝
を
送
り
た
い
。
ど
う
か
求
め

ら
れ
る
側
の
後
方
関
係
者
に
は
、
被
災
地

住
民
の
一
人
に
な
り
き
っ
て
、
現
場
と
一

体
で
揺
ら
が
な
い
判
断
、
決
断
、
実
行
を

望
み
た
い
。
実
の
な
い
議
論
？
は
空
し
い

時
間
と
な
る
。
今
は
、
皆
が
と
も
に
”
我

が
身
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
”
急
ぎ
や
る
事

が
復
旧
に
繋
が
る
の
で
は
…
。

	

　
（
Ｔ
）

　
「
も
っ
と
も
卓
越
し
た
天
分
も
、無
為
徒

食
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
」

　
　
　
　
（
カ
ン
ト　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

一

筆

６
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
愛
媛
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

定
期
総
会
、
第
50
回
交
通
安
全
県
民
大

会
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
等
に
関

す
る
説
明
会

▽
3
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
定
期
総
会
、
愛

媛
県
町
村
会
平
成
23
年
度
第
2
回
全
員

連
絡
会

▽
5
日
＝
㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
平
成

22
年
度
会
計
監
査

▽
6
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
6
回
総
会

▽
7
日
＝
平
成
23
年
度
町
（
市
）
中
級
・

係
長
職
員
研
修
会
（
9
日
ま
で
）、㈶
え

ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公
社
第
87

回
理
事
会
、
平
成
23
年
度
松
山
空
港
利

用
促
進
協
議
会
総
会
、
四
国
開
発
幹
線

自
動
車
道
期
成
同
盟
会
平
成
22
年
度
決

算
監
査

▽
10
日
＝
平
成
23
年
度
四
国
観
光
立
県
推

進
愛
媛
協
議
会
総
会
、
一
般
社
団
法
人

愛
媛
県
発
明
協
会
理
事
会
及
び
通
常
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

▽
13
日
＝
平
成
23
年
度
労
働
安
全
衛
生
業

務
担
当
者
研
修
会
、
北
方
領
土
返
還
要

求
愛
媛
県
民
会
議
運
営
委
員
会
及
び
理

事
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
暴
走
族
対
策
会
議
、
自

治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
申
し
入
れ

▽
21
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
22
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

▽
23
日
＝
全
国
町
村
会
常
任
理
事
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会

▽
24
日
＝
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
研

修
会
の
開
催
に
向
け
て
の
第
1
回
担
当

者
会
議

▽
25
日=

民
主
党
愛
媛
県
連
地
域
政
策
会

議
（
東
予
・
中
予
ブ
ロ
ッ
ク
）

▽
27
日=

㈶
愛
媛
県
物
産
協
会
理
事
会
及

び
総
会

▽
29
日
＝
㈶
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
評
議

員
会
及
び
理
事
会

▽
30
日
＝
㈶
愛
媛
県
国
際
交
流
協
会
評
議

員
選
定
委
員
会
、
第
66
回
町
村
議
会
事

務
局
職
員
研
修
会
（
7
月
1
日
ま
で
）
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補償内容

（保険期間1年間　職種級別Ａ級）

本年度は、約18％（注）の割引となります。
（注）団体割引30％、過去の損害率による割増30％、大口割引10％を乗算しています。

保険金額 保険金額

加入者（議員・退職議員）本人
本人型

加入者（議員・退職議員）本人
夫婦型

配偶者

1,670万円
800万円

日額8,000円
日額4,000円

8万円・16万円・32万円
4万円・8万円・16万円

日額2,500円
日額1,500円

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

22,000円
（保険料20,000円+制度運営費2,000円）

35,000円
（保険料33,000円+制度運営費2,000円）

個人が日常の生活で、他人の身体、財物を
害し、法律上の賠償責任を負担した場合
（除く自動車事故、猟銃事故など）

交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ

加入タイプ
ケガの補償の対象者

1,200万円
600万円

日額8,000円
日額4,000円

8万円・16万円・32万円
4万円・8万円・16万円

日額2,500円
日額1,500円

1,670万円
800万円

日額8,000円
日額4,000円

8万円・16万円・32万円
4万円・8万円・16万円

日額2,500円
日額1,500円

掛金 年1回払（6月）

死亡
後遺障害

入院

手術

通院

ケガ

個人
賠償
責任

保険金額と掛金（保険料＋制度運営費）

加 入 月 日
型婦夫人　本

掛　　　　　金

中途加入時の掛金（保険料＋制度運営費）　補償期間（保険期間）　平成24年7月1日まで

平成23年7月1日
8月1日
9月1日
10月1日
11月1日
12月1日

22,000円（保険料20,000円）
20,200円（保険料18,340円）
18,400円（保険料16,680円）
16,500円（保険料15,010円）
14,700円（保険料13,320円）
12,900円（保険料11,680円）

35,000円（保険料33,000円）
32,100円（保険料30,260円）
29,200円（保険料27,520円）
26,300円（保険料24,770円）
23,400円（保険料21,980円）
20,500円（保険料19,260円）

加 入 月 日
型婦夫人　本

掛　　　　　金

平成24年1月1日
2月1日
3月1日
4月1日
5月1日
6月1日

11,000円（保険料10,010円）
　9,200円（保険料　8,330円）
　7,400円（保険料　6,680円）
　5,500円（保険料　5,010円）
　3,700円（保険料　3,330円）
　1,900円（保険料　1,670円）

17,500円（保険料16,510円）
14,600円（保険料13,750円）
11,700円（保険料11,020円）
　8,800円（保険料　8,270円）
　5,900円（保険料　5,490円）
　3,000円（保険料　2,750円）

任
責
償
賠
人
個

自転車で他人にぶつかり
ケガをさせた 飼い犬が他人に噛みついた 同居のこども・孫が

他人のものを破損した
買い物中に誤って
商品をこわした

補償の対象となる場合（例えば次のような事故によりケガをした場合、補償の対象となります。）

全国町村議会議員互助会（保険契約者）全国町村議会議員互助会（保険契約者）
〒102-0082　東京都千代田区一番町25　全国町村議員会館　電話 03-3264-8172

SJ11-01965  2011年6月1日作成

●本保険制度は、株式会社損害保険ジャパンを幹事保険会社とする損害保険会社4社の共同引受であり、幹事保険会社が他の保険会社の代理・代行を行います。引受
保険会社は、各々の引受割合に応じて連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。

●ご契約者以外に対象となる方（被保険者）がいらっしゃる場合には、その方にもこのパンフレットに記載した内容をお伝えください。
このパンフレットは概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン営業店までお問い合わせください。
◎取扱代理店　株式会社まちむら　〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館　電話 03-3264-6830
◎幹事引受保険会社　株式会社損害保険ジャパン　営業開発第二部第三課　〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1　電話 03-3349-3287

制 度 の 特 長

◎ご加入のお申込みは◎
町村議会事務局まで

●町村議会議員の皆さまがご加入いただける制度
です。
●議会議員を退職後も、継続してご加入いただけ
ます。（掛金のお支払いは口座振替となります。）

●公務中のケガから日常生活のケガまで、国内・
国外を問わず24時間補償します。

●地震によるケガも補償します。
●加入の際、医師の診査などは不要で、年齢に関
係なくご加入いただけます。

●保険期間　平成23年7月1日から平成24年7月1日までの1年間（随時加入できます。）
●加入資格　全国の町村議会議員等、議会事務局職員、系統町村議会議長会職員

（傷害総合保険）

（注）本人型と夫婦型は、重複して加入できません。

　
　ケ

ガ

演説中・公務中の事故 車での移動中の事故 飛行機搭乗中の事故 スポーツ中の事故

包丁で指を切った ドアにぶつかりケガをした 階段で転んでケガをした

夫婦型の
ご加入を
おすすめ
いたします

加入者
（議員）
ご本人

（　　　　）夫婦型に
ご加入の場合

配偶者

および

ケガの保険


